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報告第１号
臨時代理につき承認を求めることについて（生駒市立学校・
園における新型コロナウイルス感染症対策マニュアルの改定
について）

1

議案第5号 令和3年度予算編成について 2

議案第６号
令和3年生駒市議会第1回(3月)定例会提出議案の意見につ
いて

3

議案第７号 令和3年度生駒市社会教育基本方針及び重点目標について 8

議案第２号 令和3年度生駒市学校教育の目標について 12

令和3年生駒市教育委員会（第２回）定例会議案目録



 

 

 



報告第１号 

 

臨時代理につき承認を求めることについて 

（生駒市立学校・園における新型コロナウイルス感染症対策マニュアル

の改定について） 

 

 生駒市立学校・園における新型コロナウイルス感染症対策マニュアルの改定

について、教育委員会を招集するいとまがなかったため、生駒市教育委員会教

育長に対する事務委任等に関する規則（昭和６０年４月生駒市教育委員会規則

第６号）第５条第２項の規定により、令和３年２月１５日に、別冊のとおり臨

時に代理したので、これを報告し、承認を求める。 

 

  令和３年２月２２日提出 

                      生駒市教育委員会 

                      教育長 中 田 好 昭   
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議案第５号 

 

令和３年度予算編成について 

 

 令和３年度予算編成について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和３１年法律第１６２号）第２９条の規定により、教育委員会の意見を求める。 

 

令和３年２月２２日提出 

                       生駒市教育委員会 

                       教育長 中 田 好 昭 
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議案第６号 

 

令和３年生駒市議会第１回（３月）定例会提出議案の意見について 

 

令和３年生駒市議会第１回（３月）定例会提出議案の意見について、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定

により、教育委員会の意見を求める。 

 

令和３年２月２２日提出 

                       生駒市教育委員会 

                       教育長 中 田 好 昭 

 

【提出議案】 

 ・令和２年度生駒市一般会計補正予算（第１２回） 

 ・篤志寄附基金条例の一部を改正する条例の制定について 
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追加 [単位　千円]

土 木 費

下 水 道 費

ま ち づ く り 推 進 事 業 １６，７２１

第　２　表　繰　越　明　許　費　補　正

款 項 事　業　名 金　　額

都 市 計 画 費

３０，５８２

橋 梁 予 防 保 全 事 業

企 業 誘 致 関 連 道 路 整 備 事 業 １５，２８２

道 路 新 設 改 良 事 業 ５，７９３

公 園 整 備 事 業

河 川 水 路 改 修 事 業 ９１９

１３，０３２

生 活 道 路 安 全 対 策 事 業 １，１５１
道 路 橋 梁
及 び 河 川 費

教 育 費 小 学 校 費 小 学 校 施 設 整 備 事 業 ３，４９５

民 生 費 社 会 福 祉 費 介 護 保 険 施 設 整 備 助 成 事 業 ６１，０９１

下 水 道 事 業 会 計 補 助 金 ７，０００

産業経済費 農 業 費 土 地 改 良 事 業 ４９，８４０

３５，０００

道 路 橋 梁 維 持 補 修 事 業
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議案第 19 号 

 

篤志寄附基金条例の一部を改正する条例の制定について 

 

上記の議案を提出する。 

 

令和３年３月５日 

生駒市長 小 紫 雅 史   

 

篤志寄附基金条例の一部を改正する条例 

篤志寄附基金条例（昭和５１年４月生駒市条例第５号）の一部を次のように改

正する。 

第２条の表に次のように加える。 

教 育 環 境 整 備

基金 

生 駒 小 学 校 の 教

育 環 境 の 整 備 資

金 （ 施 設 及 び 設

備 の 整 備 に 係 る

ものを除く ｡)に

充てるため 

10,000,000 南貞男氏 令和 3 年 

生 駒 北 小 学 校 の

教 育 環 境 の 整 備

資 金 （ 施 設 及 び

設 備 の 整 備 に 係

るものを除く ｡)

に充てるため 

10,000,000 南貞男氏 令和 3 年 

生 駒 北 中 学 校 の

教 育 環 境 の 整 備

資 金 （ 施 設 及 び

設 備 の 整 備 に 係

るものを除く ｡)

に充てるため 

10,000,000 南貞男氏 令和 3 年 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

○写  
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議案第７号 

 

令和３年度生駒市社会教育基本方針及び重点目標について 

 

 令和３年度生駒市社会教育基本方針及び重点目標について、 生駒市教育委員会

教育長に対する事務委任等に関する規則（昭和６０年４月生駒市教育委員会規則

第６号）第３条の規定により、教育委員会の議決を求める。 

 

  令和３年２月２２日 

                       生駒市教育委員会 

                       教育長 中 田 好 昭 
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令和３年度社会教育基本方針及び重点目標（案）  

 

１ 第２次生駒市教育大綱の策定について 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 1 条の 3 の規定に基づく教

育大綱の策定から４年が経過し、社会情勢の変化や新たな教育課題等に対応す

るため、一定の改訂を行い、令和２年６月に「第２次生駒市教育大綱」を策定

しました。 

「第２次生駒市教育大綱」は、前大綱と同様に、「子育て・就学前教育」、「学

校教育」、「生涯学習」の３つの基本方針で構成され、「生涯学習」は、 

「すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づく

り」とし、さらに分野別の基本方針として、 

１ すべての人が楽しく、安心して成長し、活躍できる機会の創出 

２ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図

書館づくり 

３ 歴史・伝統文化・芸術を通じた、より豊かなまちの実現 

４ 「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展 

と定めています。 

この基本方針の内容を踏まえ、社会教育委員会議での審議･検討を経て、令和

３年度の社会教育基本方針及び重点目標を定めました。 

 

２ 社会教育基本方針の設定 

社会教育基本方針を教育大綱の「基本方針３ すべてのライフステージで、

楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり」としました。  

（考え方）  

前大綱に基づく考え方と同様、教育大綱は、社会教育も包括する教育行政の

基本方針であり、教育大綱との整合性を保ち、実効性を高めるため、生涯学習

にかかる基本方針を社会教育基本方針とするものです。  

9



 

３ 令和３年度重点目標の設定 

教育大綱「基本方針３」に示された４つの分野別の方針に基づいて令和３年

度の重点目標を設定し、さらに、重点目標に対応する具体的な事業内容を併記

した表形式で作成。令和２年度第３回社会教育委員会議（２月２日）において、

審議・検討を行いました。  
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基
本

方
針

　
　

　
す

べ
て

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

で
、

楽
し

み
な

が
ら

学
び

、
地

域
と

つ
な

が
る

機
会

づ
く
り

重
点

目
標

具
体

的
な

事
業

内
容

(
予

定
）

教
育
大
綱

ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

市
民
と
の
協
働
や
学
校
・
地
域
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り

、
す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
「
場
」
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
新
た
な
人
材
の
発
掘
や
育
成
を
行
い
ま
す
。

・
市
民
主
体
の
実
行
委
員
会
に
よ
る
「

I
K
O
M
A
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
・
運
営

・
い
こ
ま
寿
大
学
に
お
け
る

講
座
の
充
実

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
連
携
し
た

「
寿
生
駒
連
絡
協
議
会

(
気
ら
く
ネ
ッ
ト

)
」
「
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
（
た
け
の
こ
）
」
の
事
業
推
進

○

障
が
い
の
有
無
や
国
籍
、
性
別
、
年
齢
な
ど
の
個
々
の
違
い
や
多
様
性
を
認
め
合
い
、
人
権
感
覚
を
養
う
学
び
や
体
験
の
場
を
提
供
し

ま
す
。

・
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
キ
ャ
ン
プ

 
i
n
 
生
駒
」
の
開

催
○

社
会
で
の
生
き
づ
ら
さ
や
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
若
者
に
対
し
て
、
自
立
し
た
社
会
生
活
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
「
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
窓
口

(
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
い
こ
ま

)
」
に
お
け
る

相
談
支
援
の
充
実

・
「
生
駒
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
成
機
関
等
と
の
連
携

○

市
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
な
る
生
涯
学
習
施
設
を
安
全
、
快
適
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

・
た
け
ま
る
ホ
ー
ル
屋
上
防
水
工
事

　
他

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
利
用
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
施
設
運
営

図
書
館
で
、
人
と
人
が
出
会
い
、
語
り
合
い
、
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
書
の
楽
し
み
を
広
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
文
化
を
生

み
出
す
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
全
国
大
会
の
開
催

・
「
君
は
茶
柱

p
r
o
j
e
c
t
　
茶
筌
の
会

w
i
-
w
i
ジ
ュ
ニ
ア
＠
北
分
館
」
の
実
施

・
市
民
と
の
協
働
事
業
「
本
棚
の
Ｗ
Ａ
」
・
「
未
在
亭
」
の
実
施

・
移
動
図
書
館
の
導
入
や
「

1
0
0
の
複
合
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
の
連
携
に
よ
る
「
ま
ち
か
ど
図
書
室
事
業
」
の

充
実

○

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
互
い
に
連
携
を
強
め
る
よ
う
な
実
践
的
な
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

・
「
ト
ラ
イ
！
生
駒
子
ど
も
読
書
会
議
」
の
開
催

・
図
書
館
託
児
事
業
「
こ
あ
ら
」
の
実
施
（
本
館
）
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
（
分
館
）

・
1
0
～

2
0
代
の
若
者
に
よ
る
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
本
活
部
」
の
活
動

・
学
校
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催

○

市
民
が
伝
統
文
化
や
芸
術
に
触
れ
る
機
会
や
、
学
び
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
民
主
体
に
よ
る
「
音
楽
の

ま
ち
生
駒
」
の
推
進
な
ど
、
市
民
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

・
市
民
文
化
祭
（

ﾘ
ﾍ
ﾞ
ﾗ
ﾙ
ｺ
ﾝ
ｻ
ｰ
ﾄ
・
邦
楽
邦
舞
発
表
会
・
作
品
展
・

ｼ
ﾞ
ｭ
ﾆ
ｱ
ｱ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ｪ
ｽ
ﾀ
）

・
小
学
生
向
け
茶
道
体
験
事
業

・
「
市
民
み
ん
な
で
創
る
音
楽
祭
」
の
開
催
（
小
中
学
校
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
含
む
）

・
市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
事
業
の
実
施

○

子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
に
至
る
幅
広
い
世
代
が
郷
土
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
気
軽
に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
愛
を

醸
成
し
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
行
い
ま
す
。

・
生
駒
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
郷
土
学
習

・
「
鷹
山
家
文
書
」
等
古
文
書
活
用
事
業

・
収
蔵
資
料
の
展
示
等
に
よ
る
郷
土
の
歴
史
文
化
の
発
信

・
指
定
文
化
財
の
保
存
修
理
、
管
理
等
の
実
施

○

市
内
に
残
さ
れ
た
歴
史
的
な
資
料
や
史
跡
等
を
市
民
が
と
も
に
学
び
本
市
の
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
地
域
愛
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

・
「
生
駒
市
史
編
さ
ん
事
業
」
の
開
始
初
年
度
と
し
て
、
編
さ
ん
委
員
会
の
設
置
、
方
針
決
定
、
補
充
調
査
等

の
実
施

誰
も
が
身
近
な
地
域
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
市
内
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
、
関
係
団
体
へ
の
情
報
提
供
や
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

・
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
等
の
周
知
啓
発

・
ク
ラ
ブ
運
営
に
関
す
る
助
言
や
施
設
使
用
等
に
お
け
る
支
援

・
生
駒
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
携
会
議
の
開
催

・
新
規
ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
た
情
報
提
供
や
人
材
育
成

・
ク
ラ
ブ
活
動
用
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
整
備

○

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
市
民
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
む
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
い
こ
ま
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
開
催

・
障
が
い
者
対
象
ス
ポ
ー
ツ
施
設
開
放
事
業
の
開
催

・
障
が
い
児
用
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

・
障
が
い
者
用
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
整
備

○

ス
ポ
ー
ツ
に
憧
れ
や
夢
を
抱
け
る
よ
う
、
有
名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

・
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
連
携
事
業
の
実
施

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
記
念
事
業
の
実
施

○

「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
」
の
状
況
下
に
お
い
て
、
市
民
の
社
会
教
育
活
動
へ
の
支
援
や
事
業
手
法
の
工
夫
な
ど
に
よ
り
社
会
教
育
の
取
組
を
継

続
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
よ
る
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
「
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
い
こ
ま
」
に
お
け
る

z
o
o
m
や

s
k
y
p
e
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

・
生
涯
学
習
施
設
に
お
け
る

W
i
F
i
環
境
の
整
備

・
電
子
図
書
館
の
運
用

・
体
育
館
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
大
型
冷
風
機
の
設
置

「
健
康
」
「
生
き
が
い
」

「
仲
間
」
「
ま
ち
」
を

つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

4

※

1
す
べ
て
の
人
が
楽
し
く
、

安
心
し
て
成
長
し
、
活
躍

で
き
る
機
会
の
創
出

人
と
本
、
人
と
人
を

つ
な
ぎ
、
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
可
能
性
に

満
ち
た
図
書
館
づ
く
り

2

歴
史
・
伝
統
文
化
・
芸
術

を
通
じ
た
、
よ
り
豊
か
な

ま
ち
の
実
現

3

令
和

３
年

度
生
駒

市
社
会

教
育
基

本
方
針

及
び
重

点
目
標
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議案第２号 

 

令和３年度生駒市学校教育の目標について 

 

 令和３年度生駒市学校教育の目標について、 生駒市教育委員会教育長に対する

事務委任等に関する規則（昭和６０年４月生駒市教育委員会規則第６号）第３条

の規定により、別冊のとおり提出する。 

 

  令和３年２月２２日 

                       生駒市教育委員会 

                       教育長 中 田 好 昭 
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